
会場で医師が講師となって解説します

・「さがみ野駅」南口
 から徒歩５分

•「相模大塚駅」南口
 から徒歩８分

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

246

会場周辺の地図

交
通
ア
ク
セ
ス

交
通
ア
ク
セ
ス

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　体内の測定値の中でも、「中性脂肪」の
数値が気になっている方は、少なくないの
ではないでしょうか。今回は、「高中性脂肪
血症」の内容および症状を説明し、その対
処法と治療について、わかりやすく解説い
たします。是非、ご参加ください。

高中性脂肪症　～その対処法と治療～

医学講座
参
加
無
料

会場：さがみ野中央病院 １階 リハビリ室

５月26日（木）13：00から日 時

講 師
さがみ野中央病院　
　　　　　　内科    小熊 利明  副院長

視聴方法はホームページをご覧ください

事前に当院のホームページを
ご覧いただき、設定の準備を
してご視聴ください。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

大和成和　医学講座 検索

大和成和病院 総務課
☎046-278-3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　「心臓」はとても重要な臓器であることは、
皆さまご存知だと思います。しかし、その役
割や、害されるとどのように支障が出るのか
を、即座に答えられる方は、少ないと思いま
す。心臓の重要性を丁寧に解説し、日頃から
気を付けていただきたいことをお伝えします。

心臓に関わる深い話　～心臓についてのあれこれ～

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

５月31日（火）13：00から日 時

講 師
大和成和病院　
心臓血管外科    倉田 篤  院長

さがみ野中央病院
整形外科

山田 久孝 院長

　

骨
粗
鬆
症
の
治
療
に
よ
っ
て
骨

折
を
予
防
す
る
こ
と
で
、『
行
き

た
い
所
に
行
け
る
』『
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
自
己
実

現
の
喜
び
を
味
わ
い
、
充
実
し
た

暮
ら
し
と
寿
命
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
ご
相
談
は
、
当
院

へ
是
非
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

さ
が
み
野
駅
南
口
か
ら
徒
歩
５
分

さ
れ
て
い
ま
す
」

薬
の
効
果
に
期
待
で
き
る

　
「
高
齢
者
の
骨
折
の
原
因
に
は
、

『
骨
粗
鬆
症
』
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
治
療
に
は
、
食
事
と
運
動
だ

け
で
は
パ
ワ
ー
不
足
で
あ
り
、
多

く
は
、お
薬
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

骨
は
ど
な
た
で
も
、
新
陳
代
謝

に
よ
っ
て
毎
日
少
し
ず
つ
入
れ
替

わ
り
、
生
活
習
慣
病
に
比
べ
て
、

薬
の
効
果
は
、
高
齢
者
で
も
期
待

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い
を

　
「
近
年
、
飲
み
薬
や
注
射
薬
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
薬
が
発
売
さ

れ
、
骨
折
予
防
の
効
果
が
高
い
も

の
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
服
薬
の

継
続
や
、
処
方
の
際
の
医
師
と
の

相
談
な
ど
、
お
薬
と
の
付
き
合
い

方
に
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

が
ん
よ
り
生
存
率
が
低
い

　
「
骨
折
（
転
倒
）
は
、
要
介

護
に
な
る
原
因
の
第
３
位
（
12
．

０
％
）
で
す
。
骨
折
が
連
鎖
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
質
が
大
き

く
損
な
わ
れ
、『
＊
健
康
寿
命
』
を

短
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
命
予

後
を
脅
か
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。＊
介
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
の
こ
と
。

　

特
に
、背
骨
や
脚
の
付
け
根（
大

腿
骨
近
位
部
）
の
骨
折
を
起
こ
す

と
、
死
亡
率
は
、
背
骨
で
8.6
倍
、

脚
の
付
け
根
で
6.7
倍
と
、
跳
ね
上

が
り
ま
す
。
脚
の
付
け
根
の
骨
折

で
は
『
５
年
生
存
率
は
50
％
』
と
、

大
腸
が
ん
よ
り
悪
い
数
字
も
報
告

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
の
整
形
外
科
外
来
で
は
、

骨
粗
鬆
症
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
山
田

院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　　
〈
取
材
協
力
〉

40
–
44

40-44

45-49

50-54

55-59

60-64

65-69

70-74

75-79

80-84

85-89

90-94

95-99

45
–
49
50
–
54
55
–
59
60
–
64
65
–
69
70
–
74
75
–
79
80
–
84
85
–
89
90
–
94

体重（kg）

年齢（歳）

低リスク群
（一安心かも）

中リスク群
   （要注意!）

高リスク群
（危険‼検査を）

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

骨
質
は
推
定
値

　

骨
密
度
は
「
Ｄデ

キ

サ

Ｅ
Ｘ
Ａ
法
」
な

ど
で
測
定
で
き
ま
す
が
、
骨
質
は

直
接
測
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
骨
折
危
険
因
子
や
骨
代
謝

マ
ー
カ
ー
で
、
推
定
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

し
か
し
、
医
療
は
日
々
進
化
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
分
野
に
も
新

し
い
検
査
や
測
定
法
が
、
近
い
将

来
、生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
、
主
に
カ
ル
シ
ウ
ム
量
で
あ
る

「
骨
密
度
」
が
お
よ
そ
７
割
、
残

り
は
、
骨
の
微
細
な
構
造
や
骨
代

謝
の
状
態
の
「
骨
質
」
で
決
定
さ

　

骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
の
強
度
が

低
下
し
て
、
骨
折
し
や
す
く
な
る

高
齢
者
に
多
い
病
気
で
す
。

　

骨
の
強
度
を
つ
く
っ
て
い
る
の

骨粗鬆症リスク評価表（FOSTA計算式による）

２
つ
の
要
素
か
ら
決
定
さ
れ
る「
骨
の
強
度
」

早
期
に
治
療
、き
ち
ん
と
継
続

　
　
　
　
　
　

 

骨
折
予
防
で
楽
し
い
長
寿
を
！

さ
が
み
野
中
央
病
院　
山
田
久
孝 

院
長

骨 粗 鬆 症

大
動
脈
弁
と
僧
帽
弁
に
多
い

心
臓
の
血
液
が
逆
流
・
不
通
！「
弁
膜
」の
故
障

　

心
臓
に
は
、
４
つ
の
弁
膜
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、「
大
動
脈
弁
」
が
狭

窄
す
る
病
気
と
、「
僧
帽
弁
」
の
閉
鎖
が
不
完
全
に
な
る
病
気
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
弁
膜
に
支
障
が
出
る
状
態
を
「
弁
膜
症
」
と
い
い
ま
す
。

　

弁
膜
症
治
療
は
進
化
し
、
現
在
は
、
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
治
療

す
る
「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
や
、
低
侵
襲
の
手
術
方
法
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
実
施
し
て
い
る
大
和
成
和
病
院
・
田
畑
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

弁
膜
の
大
事
な
役
割

　

心
臓
は
、
全
身
に
血
液
を
送
る

「
ポ
ン
プ
」
の
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
心
臓
の
内
部
は
、
右

心
房
／
右
心
室
／
左
心
房
／
左
心

　
「
弁
膜
症
を
抱
え
て
い
る
方
が
、

正
常
な
心
臓
機
能
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
弁
膜
を
人
工
弁
に
取
り

換
え
た
り
、
弁
膜
を
温
存
し
て
治

す
手
術
が
必
要
で
す
。

　

通
常
の
弁
膜
症
手
術
で
は
、
胸

の
真
ん
中
の
胸
骨
を
切
開
し
、
人

工
心
肺
装
置
で
一
時
的
に
心
臓
を

止
め
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
80

室
の
４
つ
に
分
か
れ
、
血
液
が
通

る
各
出
口
に
「
弁
膜
」
が
つ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
血
液
を
逆
流

さ
せ
ず
に
、
一
方
向
に
流
す
た
め

の
大
事
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、弁
膜
に
障
害
が
起
き
、

代
以
上
の
方
に
と
っ
て
、
大
き
な

負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
」

胸
を
開
か
ず
カ
テ
ー
テ
ル
で

　
「
そ
の
よ
う
な
場
合
、【
経
カ

テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
治
療
】
が
有

効
で
す
。
こ
の
方
法
は
、『
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ
（
タ
ビ
）』
と
呼
ば
れ
、
胸

骨
を
切
ら
ず
、心
臓
も
止
め
ず
に
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
人
工
弁
を

留
置
す
る
治
療
法
で
す
」

５
㎝
程
度
で
す
む
手
術
も

　
「
ま
た
、
当
院
で
は
【
低
侵
襲

心
臓
手
術
】も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
『
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ミ
ッ
ク

ス
）』
と
呼
ば
れ
、
肋
骨
の
間
か

ら
５
㎝
程
度
の
小
切
開
で
行
な
う

手
術
方
法
で
す
。
通
常
手
術
の
よ

う
に
胸
骨
を
切
開
す
る
と
、
術
後

２
～
３
カ
月
は
運
動
を
控
え
る
必

そ
の
機
能
を
果
た
せ
な
い
状
態
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
、

「
弁
膜
症
」
と
い
う
病
気
で
す
。

老
化
に
よ
る
硬
化
・
弱
化

　

人
口
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
、

弁
膜
症
の
患
者
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
動
脈
硬
化
で
弁
膜
が
硬

く
な
っ
て
血
液
の
通
り
が
悪
く
な

る
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
や
、
弁

膜
が
変
性
し
て
弱
く
な
る
こ
と
で

血
液
が
逆
流
す
る
「
僧
帽
弁
閉
鎖

不
全
症
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

弁
膜
症
の
主
な
症
状
は
、
動
悸

や
息
切
れ
／
疲
れ
や
す
い
／
足
の

要
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で

は
、
早
期
の
社
会
復
帰
も
可
能
で

す
。
長
期
休
養
が
難
し
い
働
き
盛

り
の
方
な
ど
に
、
是
非
、
お
考
え

い
た
だ
き
た
い
方
法
で
す
」

幅
広
い
治
療
法
を
提
案

　
「
弁
膜
症
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
手
術
等
の
治
療
を
行
な
え

ば
、
再
び
通
常
の
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
和
成
和
病

院
で
は
、
幅
広
い
治
療
法
を
導
入

し
、
患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
提
供
し

て
い
ま
す
。
心
臓
な
ど
の
循
環
器

系
の
ご
不
安
は
、
一
度
、
当
院
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
」。 

取
材
協
力

む
く
み
／
胸
痛
／
呼
吸
困
難
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
徐
々
に
進
行
し

て
い
く
た
め
、
自
分
で
は
体
の
不

調
に
気
付
か
ず
、
無
意
識
に
運
動

を
制
限
し
て
症
状
を
自
覚
で
き
な

か
っ
た
り
、
加
齢
に
よ
る
も
の
と

自
己
判
断
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。

重
症
化
す
る
前
に
治
療
を
！

　

弁
膜
症
の
診
断
は
、
聴
診
（
心

雑
音
が
あ
る
か
ど
う
か
）
と
心
エ

コ
ー
検
査
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

重
症
度
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

軽
症
の
場
合
は
、
服
薬
治
療
で

症
状
の
緩
和
を
は
か
り
ま
す
。
し

か
し
進
行
す
る
と
、
心
筋
に
障
害

を
お
こ
し
、
心
臓
全
体
の
機
能
が

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
態
で
は
、
手
術
で
弁
膜
を

治
療
し
た
と
し
て
も
、
心
筋
の
障

害
は
回
復
す
る
こ
と
が
な
く
、
心

臓
は
元
通
り
に
働
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
弁
膜
症
は
、
自
然
に
治

る
こ
と
が
な
い
病
気
で
す
。

大動脈 肺動脈

肺静脈

上大静脈

下大静脈

三尖弁

肺動脈弁

左心房
右心房

右心室

左心室

大動脈弁

僧帽弁

弁が硬くなり、うまく開かず
血液の流れが妨げられる 

弁がうまく閉じず、
血液が逆流してしまう

大動脈弁
狭窄症

僧帽弁
閉鎖不全症

心臓内部イメージと弁膜症について

　
　
　 

大
和
成
和
病
院
の
弁
膜
症
治
療

   

大
開
胸
せ
ず
、カ
テ
ー
テ
ル
で
も
可
能
に
！

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
実
施

  教えて！
田畑ドクター

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師

大和成和病院 に相談を！
大きく開胸しない方法は…

大和市南林間9-8-2［病院無料バス有］
☎046（278）3911

肋骨の隙間から
小さく切開

MICS

太ももや肋骨間から
カテーテルを挿入

TAVI
経カテーテル
大動脈弁治療

低侵襲心臓手術

タ  ビ

ミ ッ ク ス

通常の開胸手術

胸骨

肋骨

胸骨を大きく切開

2022年４月
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湘南ふれあいの園
シニアレジデンス町田
0120（86）6534 
東京都町田市小山ヶ丘 1-3 -8

ショートステイ、セミナーともに、当施設へ直接お電話でご予約ください。

多摩境・南大沢・相模原の各駅から
施設直通無料バスをご利用ください。

エントランス

中庭

茶室入居者専用レストラン「桜」 昼食例

ラウンジ

介護付有料老人ホーム シニアレジデンス町田 春のキャンペーン介護付有料老人ホーム シニアレジデンス町田 春のキャンペーン

１泊２日３食付（個室利用・税込価格）

老人ホームでの暮らしに、さまざまな不安が頭をよぎり、なかなか前に進めず躊躇されている方や、
介護が必要な身体状況になり、多くの楽しみを諦めかけている方に、

まずは施設での暮らしを肌で感じていただこうと、お得な価格で提供することになりました。
ちょっと贅沢なホテルに外泊されるようなお気持ちで、お試しになってみてはいかがでしょうか？

湘南ふれあいの園シリーズ企画

一人部屋を体感！ショートステイ

相模原駅

多
摩
境
駅 コストコ

天然温泉

町田街道

橋本 JR横浜線

京
王
線

小山

小山長池
トンネル南

ココ

５月１日（日）～22日（日）の間、毎日開催！
「失敗しない老人ホームの選び方」「失敗しない老人ホームの選び方」もあります！

セミナー
無料

見学

施設内の見学が可能です。
広いラウンジや専用レストランなどの
共有スペースもご覧いただけます。

少人数
開催

完全予約制で開催するので、
少人数、感染対策など、
安心の環境を用意いたします。

老人ホーム選びの基礎知識や、失敗しないための重要ポイントなどを
集約したもので、これまでに1000名以上の方が参加している人気の
テーマを扱ったセミナーです。老人ホームについて学びたい方も、
現在、施設探しで困っている方も、まずはお気軽にご参加を！
ご希望のお日にち・時間をご予約ください。
※ご来場者さまの身体状況によって、送迎の対応をしております。是非ご相談ください。

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／５月16日月

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

ライティング業務等
未経験者歓迎！意欲重視

急募

　

○
…
綾
瀬
市
内
に
お
い
て
、

唯
一
の
分
娩
病
院
で
あ
り
、
内

科
か
ら
外
科
分
野
ま
で
、
複
数

の
診
療
科
を
有
す
る
総
合
的

な
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
に

安
心
感
を
提
供
し
て
い
る
「
綾

瀬
厚
生
病
院
」。
同
院
で
産
婦

人
科
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

○
…
産
科
分
野
に
関
し
て
、

「
以
前
に
比
べ
て
医
療
は
進
化

し
て
い
ま
す
が
、『
分
娩
は
、

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
』

と
い
う
こ
と
は
、
今
の
時
代
も

変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス

タ
ッ
フ
は
、
現
場
で
緊
張
感
を

も
ち
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
妊
婦
さ
ま
に
対
し
て

は
、
で
き
る
限
り
安
心
感
を
提

供
し
て
い
く
よ
う
に
、
配
慮
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
、
常
勤
医

師
の
ほ
か
、
産
婦
人
科
棟
の
ス

タ
ッ
フ
に
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ

ラ
ン
助
産
師
（
看
護
師
）
を
配

置
。
さ
ら
に
、「
陣
痛
室
」
を

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近

く
に
設
置
し
、
大
き
な
不
安
を

迎
え
る
際
に
も
、
す
ぐ
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
院
内
環
境
で

あ
る
こ
と
を
“
見
え
る
化
”
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
入
院
の

際
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、

母
児
同
室
を
基
本
と
す
る
出

産
後
の
同
院
で
の
入
院
生
活

を
、
よ
り
安
全
な
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

○
…
婦
人
科
で
は
、
子
宮
が

ん
検
診
の
ほ
か
、
子
宮
筋
腫
や

子
宮
脱
な
ど
の
診
療
を
担
当
。

「『
婦
人
科
疾
患
か
も
し
れ
な

い
』
と
心
配
し
、
受
診
さ
れ
る

患
者
さ
ま
の
全
て
が
、
女
性
で

あ
り
、
そ
し
て
、
相
当
な
覚
悟

を
も
っ
て
来
ら
れ
る
方
が
多

い
の
で
、
相
談
内
容
や
症
状
、

悩
み
に
対
し
て
、
お
一
人
お
ひ

と
り
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、

共
感
し
、
解
決
（
治
療
）
へ
の

方
向
性
を
見
出
せ
る
よ
う
に
、

心
掛
け
て
い
ま
す
」。
宮
本
医

師
が
産
婦
人
科
の
道
を
選
択

し
た
背
景
の
一
つ
に
、「
内
科

的
な
診
療
と
、
外
科
的
な
診
療

の
両
面
か
ら
、
患
者
さ
ま
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
」
と
い
う
理

由
が
あ
り
、
そ
れ
を
着
実
に
実

践
し
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　

内
科
的
・
外
科
的
の
双
方
か
ら

　
　

 　

そ
の
方
に
ベ
ス
ト
な
医
療
を

宮本 壮 医師
 （みやもと つよし）　　　　

綾瀬厚生病院
【産婦人科】

日本産科婦人科学会 専門医
日本婦人科腫瘍学会 専門医

若
年
層
に
深
く
認
識
し
て
欲
し
い

子
宮
筋
腫
と
子
宮
頚
部
異
形
成
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
が
再
開

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、「
婦
人
科
外
来
」
を
、月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
中
と
、

月
・
水
・
土
曜
日
の
午
後
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
診
療
受
付
は
、
午
前
の
枠
が
８

時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
（
木
曜
日
は
11
時
ま
で
）、
午
後
の
枠
は
13
時
30
分
か
ら

16
時
30
分
ま
で
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、「
産
婦

人
科
」
の
外
来
診
察
を
、「
産
科
」

と
「
婦
人
科
」
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
子
宮
頚
部
異
形
成
や
、
卵

巣
に
関
し
て
は
、
卵
巣
の
う
腫
、

卵
巣
腫
瘍
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
月
経
に
関
す
る
お
悩
み

を
検
診
時
に
ご
相
談
さ
れ
た
場

合
、
月
経
困
難
症
な
ど
を
疑
い
ま

す
。
具
体
的
な
診
療
に
進
ん
で
か

ら
は
、
薬
物
療
法
や
手
術
療
法
、

あ
る
い
は
器
具
な
ど
を
使
用
し

て
、治
療
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
代
表
的
な
婦
人
科
疾
患
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
説
明
し
て
も

　

同
院
で
産
婦
人
科
部
長
を
務
め

て
い
る
宮
本
壮
医
師
＝
今
号
「
こ

の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
に
、
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
婦
人
科
疾
患
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．婦
人
科
で
多
い
疾
患
に
は
、

お
り
も
の
異
常
な
ど
の
膣
炎
や
外

陰
炎
の
ほ
か
、
子
宮
で
は
、
子
宮

脱
、
子
宮
筋
腫
、
腺
筋
症
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
最
近
、
女
性
向
け
の
検
診

（
婦
人
科
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診

な
ど
）
の
大
切
さ
を
耳
に
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

検
診
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
疾

患
は
、
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．「
子
宮
が
ん
検
診
」
な
ど

ら
え
ま
す
か
？

　

Ａ
．
で
は
、「
子
宮
筋
腫
」

と
「
子
宮
頚
部
異
形
成
」
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

子
宮
筋
腫
は
、
子
宮
筋
に
発

生
す
る
良
性
の
腫
瘍
で
、
30
歳

以
上
の
女
性
の
お
よ
そ
20
～

30
％
に
見
ら
れ
ま
す
。
筋
腫

は
、
子
宮
に
１
つ
の
場
合
も
あ

れ
ば
、
10
以
上
も
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
筋
腫
の
で
き
る
部

位
に
よ
っ
て
異
な
り
、
無
症
状

の
場
合
も
あ
れ
ば
、
貧
血
や
腹
痛

な
ど
が
み
ら
れ
る
筋
腫
も
あ
り
ま

す
。

　

治
療
に
関
し
て
も
、
筋
腫
の
で

き
る
部
位
に
よ
っ
て
、
異
な
り
ま

す
。
経
過
観
察
を
行
な
う
も
の

や
、
薬
物
療
法
ま
た
は
手
術
療
法

な
ど
が
必
要
な
筋
腫
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
担
当
医
師
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
宮
頚
部
異
形
成
は
、
子
宮
頸

が
ん
に
な
る
途
中
の
状
態
と
い
え

子宮と各疾患のイメージ

子宮頸がん

子宮体がん子宮体部

子宮頚部

子宮筋腫

子宮底 子宮腔

子宮内膜

子宮外膜

骨盤

基靭帯

卵管

卵巣

膣

子宮筋層

綾
瀬
厚
生
病
院
の
産
婦
人
科
病
棟

ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

が
、
子
宮
頚
部
に
感
染
し
、
時
間

を
か
け
て
“
が
ん
化
”
し
て
い
く

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
で
す
の
で
、
予
防
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
春（
２
０
２
２
年
４
月
）

か
ら
、
自
治
体
等
が
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
積
極
的
な
勧
奨
の
再
開
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
ほ
か
、
心
配
し
て
い
る
症

状
な
ど
は
、
遠
慮
せ
ず
、
担
当
医

師
に
相
談
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

綾瀬厚生病院

病院周辺地図

神奈川県綾瀬市
深谷中1-4-16

☎0467‐77‐5111（代）
綾瀬市役所綾瀬市役所

ハンディ

早川

タウンヒルズタウンヒルズ

厚
木
基
地文化会館

消防署

コナズ
珈琲

ココ
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授
業
は
10
～
20
人
と
い
う
少
人

数
で
組
ま
れ
、
さ
ら
に
担
任
制
度

を
と
っ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
サ

ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
５
月

は
毎
週
土
曜
日
に
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
説
明
会
、
体
験
入

学
を
行
な
い
ま
す
。
実
際
に
授
業

を
担
当
す
る
教
員
や
、
本
校
の
在

校
生
が
、
学
校
の
魅
力
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、
雰
囲
気
を
体
感
す
る

に
は
、
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
個
別
相
談
は
、
全
日
程
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
と
小
田
急
線

が
通
っ
て
い
る
ア
ク
セ
ス
便
利
な

町
田
駅（
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩

１
分
、
小
田
急
町
田
駅
か
ら
徒
歩

４
分
）！
駅
近
の
立
地
も
魅
力
で

す
。
ま
ず
は
こ
の
機
会
に
、
同
校

を
訪
問
し
て
み
て
は
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

　
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専

門
学
校
」
で
は
、
医
療
事
務
や
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
福
祉
の
ほ
か
、

ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
で
活

躍
す
る
人
材
を
、
養
成
し
て
い
ま

す
。

　

多
彩
な
分
野
が
学
べ
る
コ
ー
ス

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
即
応
で
き
る
力
と
、
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨

き
な
が
ら
、
所
属
す
る
学
科
の
専

門
知
識
と
技
術
が
習
得
で
き
ま

す
。

的
な
資
格
を
取
得
で
き
る
研
修
で

す
。
添
削
課
題
を
併
用
し
て
進
め

る
の
で
、通
学
は
週
１
回
で
す
み
、

働
い
て
い
る
人
で
も
受
講
し
や
す

い
日
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
位
資
格
と
な
る
の
が
、

「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
」
で

す
。
通
信
課
程
で
あ
り
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
勉
強
方
法
に
合
わ
せ

て
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
コ
ー
ス
」
と
「
印

刷
教
材
学
習
コ
ー
ス
」
か
ら
選
べ

ま
す
。
研
修
中
は
も
ち
ろ
ん
、
研

修
修
了
後
も
国
家
試
験
受
験
・
合

格
ま
で
、
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
の

21
年
度
の
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
修
了
生
の
国
家
試
験
合
格
率

は
、
な
ん
と

100
％
！
興
味
が
あ
る

人
は
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
を
。

■
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー

☎
０
４
６
７・８
４・０
５
７
６

　

医
療
や
福
祉
の
講
座
を
行
な
っ

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研

修
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
介
護
職

員
初
任
者
研
修
」
と
「
介
護
福
祉

士
実
務
者
研
修
」を
開
講
し
ま
す
。

　
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
は
、

介
護
の
基
本
的
な
知
識
か
ら
応
用

技
術
ま
で
を
学
び
、
介
護
の
入
門

介護資格の取得へ！

 入門的な「初任者研修」と
発展の「実務者研修」を開講

ふれあい医療福祉研修センター

春のオープンキャンパス開催！  

  医療・ＩＴ・福祉、
   おもてなし分野のプロに

医療ビジネス観光福祉専門学校

問合せ
医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
医療ビジネス学科 病院事務コース・メディカルITコース／
介護福祉学科／観光学科 ホテル・ブライダルコース

JR町田駅
徒歩１分
小田急町田駅
徒歩４分 実施日・内容は変更になる

場合があります。最新の情報は
HPでご確認ください。

AO入試合格へのアドバイス、学校概要の説明ほか

体験授業、在校生トークほか

学校説明会・AOエントリー説明会

学校概要の説明、
入試・学費についてほか

体験入学

スペシャル
オープンキャンパス

スペシャル
オープンキャンパス

介護福祉
医療ビジネス学科

介護福祉学科

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

土
5／ 7   10：00～11：30

土
5／14   10：00～12：30

土
5／21   10：00～12：30

土
5／28   10：00～12：00

教員や在校生が紹介！　
2022

年度

５月開
催

医療事務・IT

体験授業、在校生トークほか ホテル・ブライダル
観光学科

オープンキャンパス スケジュール

ホテル・ブライダル

介護福祉

IT

医療事務

申込み・問合せ

茅ケ崎駅

1十間坂鳥井戸橋

南湖入口
JR

茅ケ崎駅
から

徒歩１8分 スクーリング
会場

〒ふれあい医療福祉研修センター
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階
☎0467-84-0576　   0467-84-5966
     fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

木６／９   ～ ９／29   木
計17日間（週１回ペース）

介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修

［ＪＲ茅ケ崎駅北口から徒歩18分］
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館3階・演習室

申込みフォームへ

申込みフォームへ

入門的資格

上位資格

日 程

スクーリング

水６／１   ～ 11／30   水
計７日間 ［ＪＲ茅ケ崎駅北口から徒歩18分］

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
別館3階・演習室

日 程

スクーリング

介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修

老
健
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
看
護
を
併
設

本
当
に
適
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
へ

ケ
ア
マ
ネ
が
常
に
実
態
把
握
で
き
る
か
ら
安
心

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
決
定
時
に
も
頼
れ
る
相
談
所

具
体
的
な
情
報
の
収
集
が
可
能

ス
を
受
け
る
【
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
】
や
、
看
護
師
が
自

宅
に
来
て
看
護
ケ
ア
を
受
け
る

【
訪
問
看
護
】
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ご
自
宅
生
活
に
お

い
て
支
障
と
な
る
玄
関
の
段
差
を

解
消
し
た
り
、
廊
下
に
手
す
り
を

付
け
た
り
、
浴
室
を
改
修
す
る
業

者（
介
護
分
野
の
住
宅
改
修
業
者
）

の
案
内
も
可
能
で
す
」

　
︱
︱
︱
「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
大
き
な
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
当
施
設
内
に
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
施
設
で
あ
る
『
成
和

ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
』（
入
所
／

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
／
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
）
や
、『
成
和
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
が
併
設
さ
れ
て

い
る
の
で
、
自
施
設
内
で
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
医
療
系
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
て
い
る
の
で
、
介
護
だ
け

で
な
く
、
緊
急
時
の
医
療
サ
ポ
ー

ト
に
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
へ
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」。

設
に
入
居
し
て
受
け
る
も
の
が
多

い
の
で
す
か
？

　
「
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
『
在
宅

サ
ー
ビ
ス
』
も
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
そ
の
種
類
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
日
中
、
施
設
に
通
っ
て
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
入
浴
サ
ー
ビ

け
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
た
後
も
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

利
用
者
さ
ま
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
施
設

や
事
業
者
と
関
わ
り
、
随
時
調
整

な
ど
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　
︱
︱
︱
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
施

　
（
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
）「
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
（
要
介

護
者
）
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
た

り
、
ご
要
望
に
応
じ
て
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
作
成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

　
「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
中
に
事
業

所
を
も
ち
、
介
護
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
利
用
者
に
よ
り
良

い
内
容
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

選
ぶ
際
に
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の
情

報
は
、
判
断
基
準
の
一
つ
と
な
り

ま
す
。

　
「
要
介
護
」
と
認
定
さ
れ
た
後
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
決
定

に
は
、
自
治
体
の
介
護
保
険
を
担

当
し
て
い
る
課
や
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
情
報
を
得
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は

公
的
な
施
設
な
の
で
、
具
体
的
に

「
こ
こ
の
事
業
所
が
お
す
す
め
で

す
」
と
、
ど
こ
か
を
優
遇
す
る
内

容
は
伝
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
最
終
的
に
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
決
め
る
の
は
、
自
身

で
の
判
断
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
に
心
強
い
の
が
、
居
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
で

す
。
ま
ず
は
、
近
隣
の
セ
ン
タ
ー

を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
の
連
絡
・
調
整
、
介
護
保
険
に

関
す
る
申
請
の
代
行
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
要
介
護
１
」
以
上
の
認
定
を

受
け
た
人
が
、
同
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
場
合
、
利
用
に
関
わ
る
料

金
は
、
全
て
介
護
保
険
で
支
払
わ

れ
る
の
で
、
無
料
で
何
度
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

判
断
時
に
心
強
い

　

こ
こ
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
の
作
成
の
ほ

か
、
介
護
相
談
、
必
要
な
サ
ー
ビ

　
「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
常
駐

し
て
い
る
事
業
所
の
こ
と
で
す
。

　
「
明
日
か
ら
、
介
護
保
険
を
使
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
！
」
と
思
っ

て
も
、
申
請
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
事
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
相
談
が
で
き
ま
す
。

居宅介護支援の主な事業

アセスメント1
ケアマネが利用者のもとへ訪れ、心身状態
や生活環境を把握し、課題を分析

プランを作成3
課題や話し合いを基に、サービスの種類や回
数を決め、サービスの利用の手続きを行なう

話し合い2
ケアマネと利用者・家族・サービス事業者な
どが、自立支援に資するサービス内容を検討

サービス事業者と契約し、ケアプラン
に沿ってサービスの利用がスタート！

介護サービスの利用が開始

ケアプラン作成 支援の例

利用者が可能な限り自宅で自立した生
活を送ることができるために、ケアマ
ネが、利用者の状況や環境に応じた適
切な介護サービスを受けられるような
ケアプランを作成し、そのプランに基
づいて効果的なサービスが提供される
ように事業者と連絡・調整も行ないます。

居宅介護支援の主な内容

厚労省HP参照

医
療
連
携
・
協
力

大和成和病院

綾瀬厚生病院 さがみ野中央病院

成和クリニック

せいわ居宅介護
支援センター

訪問看護

成和訪問看護
ステーション

老健

成和
ナーシング
プラザ

ケアマネ

せいわ居宅介護
支援センター

せいわ居宅介護支援センター
と関係機関のイメージ

　TEL 046（240）0149
　　       FAX  046（240）0249

お問合せ 大和市南林間 9-8-9

月～土（ 祝も対応可能）/ 9：00～17：30

せいわ居宅介護
支援センター

3



詳細はＨＰ、または電話でお問合せを！

＊視聴は約１時間となるため、
  Wi-Fiを推奨しております。
＊視聴は約１時間となるため、
  Wi-Fiを推奨しております。

ご自宅でインターネット＊上で
視聴できる講座です。
視聴方法は
当院ホームページを参照、
またはお電話でお問合せください。お問合せ

ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

　日本人の肺炎の中で最も原因になりや
すい「肺炎球菌」。これは、肺炎球菌とい
う細菌への感染で起こる感染症です。高
齢の方は重篤化することが多く、死に直
結する怖い病気です。呼吸器の専門家で
ある小林院長の意見を聞いてみましょう。

肺炎球菌ワクチン　～肺炎とその予防～

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

５月28日（土）13：00～14：00日 時

講 師
ふれあい町田ホスピタル
           　　 呼吸器内科 　小林 信之 院長

会場への入場参加もできます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

事前にお電話で
ご予約された方は
会場入場が可能
です。

オンライン参加
は、ホームページ
をご覧ください。

綾瀬
市役所

文化会館

消防署

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

42

城山公園

綾瀬大橋
入口 綾瀬厚生病院

☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　心筋梗塞や脳梗塞の原因である「動脈
硬化」。血管の状態の悪化は、ほとんどが
知らないうちに進行していくものです。しか
し、専用の医療器具を用いて症状をチェック
すると、早期に発見できる場合があります。
検査の種類を知り、治療につなげましょう。

足でわかる心臓や脳の病気～血圧を測定して動脈硬化を判定～

医学講座
参
加
無
料

会場：綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階 多目的室

オンラインで
自宅視聴も！

５月２７日（金）
14：00~15：00

日 時 講 師

松野 栄美 臨床検査技師
綾瀬厚生病院  検査科

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
若

い
方
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
我
慢

を
せ
ず
に
、
当
院
へ
ご
受
診
く
だ

さ
い
」。　　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

　
病
院
直
通
無
料
バ
ス
あ
り

な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
ス
タ
ッ
フ

は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
性
別
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
病

気
は
あ
り
ま
す
が
、
一
様
に
高
齢

の
方
は
“
我
慢
強
い
”
方
が
多
く
、

症
状
が
出
て
い
て
も
受
診
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
重
大
な
病
気
が
隠
れ
て
い

　
「
尿
路
感
染
症
」
と
は
、
尿
の

通
り
道
に
菌
が
入
る
病
気
で
す
。

菌
が
入
っ
た
部
位
に
よ
っ
て
、

「
腎じ
ん

盂う

腎じ
ん
え
ん炎

」「
膀ぼ
う
こ
う胱

炎え
ん

」「
尿
に
ょ
う
ど
う道

炎え
ん

」
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
泌
尿

器
科
で
は
、
こ
れ
ら
の
治
療
を
行

　

尿
路
の
防
御
機
能
低
下
も
同
様

で
、
特
に
「
寝
た
き
り
」
の
場
合

は
「
尿
路
感
染
症
」
を
繰
り
返
し

て
、
治
り
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
残
尿
が
多
い
と
、
排
泄
後
の

お
む
つ
交
換
ま
で
に
菌
が
増
殖
し

て
、
尿
道
や
膣
に
付
着
・
逆
流
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
す
。

　

予
防
に
は
、
清
潔
の
保
持
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
日
頃
か
ら
食
事
・

睡
眠
・
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を

整
え
て
、
ス
ト
レ
ス
な
く
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
大
前
提
に
あ
り
ま

す
。免
疫
機
能
を
高
め
る
た
め
に
、

健
や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

胞
）
を
生
み
出
す
数
が
減
り
、
そ

の
活
動
も
衰
え
て
い
く
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
、
Ｔ
細
胞
の
成
長
を

助
け
る
脾ひ

臓
や
リ
ン
パ
節
の
機
能

も
低
下
す
る
た
め
、
Ｔ
細
胞
は
病

原
体
へ
の
反
応
が
弱
ま
り
ま
す
。

　

免
疫
機
能
を
も
つ
細
胞
の
産

生
が
減
退
し
、
免
疫
細
胞
の
機

能
を
助
け
る
臓
器
も
衰
え
る

の
で
、
体
全
体
の
免
疫
機
能

が
低
下
し
、
高
齢
者
は

多
く
の
病
原
体
の
影
響

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
て
、

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

身
体
状
況
も
加
担
し
て

　

高
齢
者
は
感
染
症
に
か
か
り
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
は
免
疫
力
が
低
下

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

Ｔ
細
胞
の
減
少
と
衰
弱

　

免
疫
機
能
は
60
歳
を
過
ぎ
る
と

20
代
の
半
分
以
下
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ
っ
て

免
疫
を
主
導
す
る
白
血
球
（
Ｔ
細

ふれあい町田ホスピタル
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

【午前】 8：30～11：30
【午後】13：30～16：30外来受付

☎042（798）1121

腎盂腎炎 「腎臓」にばい菌が入る
じんうじんえん

腎臓が腫れ、発熱することが特徴。腎臓の腫れは横腹
痛や腰痛、熱は高熱が多く、菌の毒素
が全身にまわり、倒れてはじめて病気
が発覚する場合もある。菌を殺す薬が
効果的だが、それでも4～5日は下熱
せず、かなり体力を消耗する。

尿路感染症
1

排尿時や排尿後の下腹部の痛みが特徴的。菌を殺
す薬を数日間にわたって服用することで、9割以上
が完治する。治りにくい場合は、その原因をつくって
いる別の病気（「排尿障害」「尿路結石」「膀胱がん」
など）の可能性も。

膀胱炎
ぼうこうえん2

一般的に、性風俗に従事する女性から男性に感染
する。女性は病気にかかっていても症状が少なく、
喉の中にも病気を保持していることもあり、口から
感染する危険性もある病気。

尿道炎
にょうどうえん

3

「膀胱」にばい菌が入る

「尿道」にばい菌が入る

体内の
T細胞が
減少

T
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T
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脾臓
ひぞう
脾臓
ひぞう

尿
路
感
染
症

腎
臓
・
膀
胱
・
尿
道
に
ば
い
菌
！
我
慢
は
禁
物

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル 

泌
尿
器
科

免
疫
力
の
低
下
が
感
染
症
を
左
右
す
る

高
齢
者
に
多
い
け
が

脚
の
付
け
根（
大
腿
骨
頚
部
）が
折
れ
た
ら
…

転
倒
骨
折
の
手
術
治
療

専
門
病
棟
で
の
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
術
後
ま
で
し
っ
か
り

綾
瀬
厚
生
病
院 

整
形
外
科

　

手
術
後
は
、
早
期
に
日
常
生
活

へ
戻
れ
る
よ
う
に
、
患
者
さ
ま
の

状
態
に
つ
い
て
、医
師
や
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
な
ど
が
専
門
性

を
結
集
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
病
棟
（
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
）

で
、
集
中
的
な
歩
行
・
日
常
動
作

の
訓
練
を
提
供
し
、
生
活
機
能
の

回
復
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
病
棟
で
は
、『
在
宅
復
帰

率
』
が
80
％
を
超
え
て
お
り
〈
22

年
３
月
現
在
〉、
効
果
的
な
内
容
を
提

供
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

　

同
院
で
は
、
身
体
機
能
が
回
復

し
、
退
院
し
て
か
ら
も
、
同
院
の

療
法
士
が
自
宅
に
訪
問
し
、
リ
ハ

ビ
リ
を
提
供
す
る
「
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
利
用
に

よ
っ
て
、
機
能
訓
練
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
直
接
同
院
（
☎︎

０
４
６
７
・
７
７
・
５
１
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
手
術
な
ど
を
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。自

宅
復
帰
率
は
80
％
超

　

同
院
の
手
術
ス
タ
ッ
フ
は
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ま
は
、

多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を

よ
く
理
解
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
術
前

訪
問
を
行
な
い
、
情
報
共
有
だ
け

で
な
く
、
患
者
さ
ま
の
緊
張
や
不

安
感
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
る
よ

う
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

節
手
術
、
骨
折
手
術
、
膝
関
節
鏡

手
術
、
外
傷
に
よ
る
腱
縫
合
手
術

な
ど
を
、
年
間
約
３
０
０
件
〈
21

年
度
実
績
〉
行
な
っ
て
い
ま
す
。

大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
手
術

　

転
倒
や
外
傷
に
よ
っ
て
、
歩
け

な
い
状
態
に
な
り
、
救
急
搬
送
さ

れ
た
患
者
に
対
し
、
医
師
が
「
大

腿
骨
頚
部
骨
折
」
か
ど
う
か
の
診

断
を
行
な
い
ま
す
が
、同
院
で
は
、

速
や
か
に
手
術
の
必
要
性
を
判
断

し
、
内
科
検
査
も
し
っ
か
り
と
行

な
い
な
が
ら
、
人
工
関
節
を
用
い

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
整
形
外
科

（
担
当
医
・
相
澤
智
史
副
院
長
ほ

か
）
で
は
、
脊
椎
手
術
、
人
工
関

　

幅
広
い
診
療
科
を
そ
ろ
え
て
い
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」（
綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４

の
16
）
で
は
、
整
形
外
科
を
は
じ
め
、
眼
科
、
産
婦
人
科
な
ど
の
手
術
を
、
年
間

４
０
０
件
以
上〈
21
年
度
実
績
〉行
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
整
形
外
科
手
術
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
歩
行
訓
練

を
進
め
（
症
状
や
条
件
で
異
な

る
）、
よ
り
良
い
回
復
を
目
指
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
術
方
法
に
は
、「
骨
接
合
術
」

や
「
人
工
骨
頭
挿
入
術
」
が
あ
り

ま
す
。
骨
折
部
が
か
み
こ
ん
で
安

定
し
て
い
る
場
合
は
、
金
属
で
固

定
し
ま
す
。
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
場
合
は
、
骨
を
く
っ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
代
わ
り
に

人
工
骨
頭
を
挿
入
し
ま
す
。

　

大
腿
骨
頚
部
骨
折
は
、
適
切
な

手
術
治
療
に
よ
っ
て
、
骨
折
前
と

ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
の
生
活
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歩
行
能
力
自
体
が
低

下
し
て
、「
寝
た
き
り
」
に
な
っ

て
し
ま
う
高
齢
者
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　

関
節
や
骨
な
ど
の
不
安
は
、

放
っ
て
お
か
ず
、
早
め
に
整
形
外

科
で
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

な
り
ま
す
。

昔
は
変
形
を
抱
え
る
人
も

　
「
大
腿
骨
頚
部
骨
折
」
は
、
骨

折
の
一
つ
で
す
が
、
麻
酔
管
理
法

や
、
現
在
の
よ
う
な
手
術
の
方
法

が
確
立
し
て
い
な
い
時
代
は
、
骨

が
う
ま
く
接
合
し
な
い
こ
と
も
あ

り
、
治
療
後
に
は
、
変
形
や
後
遺

症
を
抱
え
な
が
ら
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
機
能
的
に
満
足
を
得

る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
し
た
。

　

医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
現
在

は
、
可
能
な
限
り
手
術
治
療
を
行

な
う
こ
と
で
、
手
術
翌
日
か
ら
リ

す
。

　

特
に
高
齢
の
女
性
に
多
い
の

が
、
脚
の
付
け
根
に
あ
る
「
大
腿

骨
頚
部
」
の
骨
折
で
す
。
こ
の
け

が
を
負
う
と
歩
け
ず
、
多
く
が
救

急
車
で
病
院
搬
送
さ
れ
る
こ
と
に

　

人
間
の
体
の
骨
は
、
加
齢
に
よ

る
「
骨
粗
鬆
症
」
な
ど
に
よ
っ
て
、

強
度
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
影
響

で
、「
ち
ょ
っ
と
転
ん
だ
だ
け
」

と
い
う
軽
微
な
外
力
で
も
、
骨
が

折
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

　

高
齢
に
な
る
と
骨
が
弱
く
な
り
、
転
ん
だ
だ
け
で
も
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
多
い
の
は
、「
大
腿
骨
頚
部
」
の
骨
折
で
す
。
医
療
の
進
化
は
治
療
内

容
を
向
上
さ
せ
、手
術
に
よ
っ
て
早
期
回
復
が
目
指
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

大腿骨頚部骨折の主な手術方法

相澤副院長（左）を中心とする手術担当スタッフ

骨接合術人工骨頭挿入術

金属製
ボルト

人工骨頭

取材協力

⁉︎
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